
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一○○○’五○名 一○○○名含（青年団） ○’二名一三 ○○ 三 流前○五○''者加、○’一のえ六一二合て○ 六○○’七○○余
● 
煽動者新聞発行人（元巡査）古物商、米穀商、農兼大工、農兼生魚商、紡織職工、仲仕穂、漬物行商、左官職、大エ職農民等念
白米商人仲買人 米商 乾物商、精米所、富豪 米穀商、近村の農民富豪へ 米穀商（精米所）及醤油醸造所等五ケ所 倉敷署 米所有者米穀商
廉売当局の策（十二日よりの三十銭）に不満 細民向十五銭及三○銭販売計画 三十銭廉売 買占反対廉売、施米策 買占反対 不輸出法方交渉、値下げ方要請 〃貧民の氏神社内集合〃
半．鐘乱打で境内集合の手配執る、同様半鐘乱打して集散。 云触らしⅡ「警鐘合図境内集・合」。 街灯破壊、家屋破壊 襲撃農民蜂起（酒津村） 示威運動、屋内侵入、米麦肥料搬出撒布 委員選出署包囲、交渉 貼紙貧民緊張








































































































八 八 八 八 八 八
十十
一一
一一 十二 十￣ ￣ 十十一一一一 十十一 心-－ 十
后八Ｉ 翌后未八明Ｉ 翌后未九明（ 翌后前八三（
浅口・玉島町 吉備・総社町 都窪・妹尾町 辺吉村傭● 川 同右 都窪・早島町
○’五
名一 、





業代下 、 大工、うどん小売、鍼力職農業、石工牛馬商、飲食店業、桶屋、物品販売業 車日馬藁農挽傭商仲業、穂、頁、桶、仲、魚職 牛商 周農旋業業 、､鳥 穣士汲商買業銭仲方業、人、貸立、、農、イ付業日 、l)ＩＦ業水物仲扱金
米穀商（外来の） 米肥米倉料穀庫商商 米穀商 救済議会委員村議、村役場米商三名 米穀商




折衝↓襲撃 梵鐘乱打、境内集合、演説、示威運動（制止無視）、蕊、撃。電源破棄。 騒擾、襲撃（倉敷茶屋、早島方面ょり） 代合梵選。鐘出示乱。威打運。動神・社総集 国鉾山頂に集会。襲撃。破壊。 十四、五ケ所貼紙





































































































































五○○名 数千 七○○Ｉ八○○ 二、三○’五○○名 六○Ｉ七○ 一○○○名
￣ 
盤本職及活弁家人力車夫仲仕、土方ガス会社員職工紡績職エ学生日傭穂農民、漁民等（




























未然防止に青年団、在郷軍人、消防団招集協議で廉売を開始。 消防隊はホースを民家に向かされる。富豪のいずれも五千円以上寄附二十’十五銭廉売、市当局岡山師団に派遣懇請軍隊急派。 瞥官制止不能にして右往左往するのみ。 非常招集、署長一団に対して説諭、徹夜瞥戒 署長ら説諭、解．散を命ずる。



















































町会 米穀商 荘田村米穀商 町村役場、助役、米穀商
廉売期間延長（十四日相場四○銭で物議して） うわさⅡ不良量器での計量を非難。 ／■、米るり二十迫値、.プ を十四川下か八日にち銭よ限ど売りり 伝票制度廃止廉売
やや不穏 貼紙で広く告げ梵鐘を乱打する
、。 朝から各所で密議寺山に三さ伍盈集合、襲撃強請。 ぐ「貧民大会」と貼紙↓動揺。 一プモ、襲撃。





























































































































































































































































































































八 八’八 八 八





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































英田９吉野村 英田・大原村 勝田・古吉野村植月村 岡山市奉還町 勝田・勝田村
十数名 多数 約二五名 二○名 五○名
















岩崎・上山両家襲撃 公会堂集会委員週出、交渉 津山街道示威 示・威 毛、















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































６８２１ ８１４１７１４１０ 計 1７１７１０ ９１６５１２１２１０ 
￣ 
（９４） 
蕊灘鷺蕊辮蕊蕊蕊溌議:::溌鱸 鞠蕊騨韓騨■■.■.■：礼■．:■■．■■.■■.■：■■■■：■ 霧蕊唖珀.！蕊
岡山県下の米騒動
そ
の
特
徴
は
、
》
Ⅲ
工
場
労
働
者
が
少
吃
②職人、人夫等の前期的労働者が約半数をしめている。
㈲小商人も全体の四分の一をしめている。
側中小都市でもかなりの農民が参加している。
従って県全体としては、大部分の騒動が中小都市の下層労働人民
（前期的労働者が中心であり、この中に、工場労働者も含む）、を
中心とし、小商人、農民その他若干の中産層の参加したものと考
えることができる。この調書による分析は県全体の概説は伝えて
誤りないと考えるが、更に次のような点に着目する必要がある。
Ⅲ
騒
動
の
発
展
過
程
大衆運動の起る前には、各地で町村内の有力者や顔役が動き出
し、大米穀商、町村当局への移出中止や廉売、あるいは外米の売
出の要求を行っている。これは共同体内部の名望家層が下からの
要
求
を
支
配
層
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
層
の
う
ご
き
が
何
等
事
態
を
改
善
し
な
い
と
な
る
と
、
次
に
は
各
地
の
小
顔
役
（
多
く
は
やくざ）が大衆の意向を代表し、貼ビラその他で騒動のきっかけ
を作る。かくして大衆的集会がもたれる。この集会では、多くの
場合やくざは指導的力を持ちえず、群集の中から数名のバクゼン
たる指導集団が形成され、米穀商その他・ヘ示威的行動が行われる
のである。この大衆的行動には、早島町、琴浦町のようにほとん
ど全町的に参加し爵又加茂村の場合は、一軒残らず半強制的に参
、
加
を
促
さ
れ
、
被
差
別
部
落
民
と
と
も
に
大
衆
的
示
威
を
行
っ
て
い
る
。
と
にかく、各地の騒動で、大衆的運動に対して、阻止的動きをなし
た
集
団
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
つ
く
む
し
ろ
強
い
共
感
と
同
情
を
示
し
ていた。このことは、米騒動がまさに全人民的な規模で闘われた
ことをよく物語るものである。
②
被
差
別
部
落
民
に
つ
い
て
周
知
の
よ
う
に
岡
山
県
で
は
一
九
○
二
年
『
備
作
平
民
会
』
が
設
立
さ
れ
部落民自身の自覚と改善によって差別撤廃を行おうとした。又一
九一二年には『岡山県同志会』が組織され、改善融和の運動が進
められた。これらは改良主義的運動ではあるが、部落内の連帯意
識
を
強
め
る
役
割
を
果
し
た
。
か
く
し
て
、
大
正
三
年
頃
か
ら
、
各
地
で
差
別に対する大衆的抗議が行われるに至った。米騒動の際にも部落
民
は
前
述
し
た
通
り
か
な
り
活
溌
に
う
ご
い
て
い
る
。
勿
論
、
当
時
の
支
配
層や新聞が珠更に部落民の活動を宣伝し、人民層の分裂をはかっ
たこと、又例えば苫田郡高野村では『特殊部落民が暴徒に変ずる
かも知れず」として寄附金を募集した町長に対して、米価の差金
をつきつけて謝罪を要求したこと、などを考慮に入れる必要があ
る
が
、
参
加
各
層
の
中
で
、
最
も
組
織
だ
っ
て
い
た
点
は
認
め
ね
ば
な
ら
を
．
、
、
、
、
、
、
、
Ｔ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
い。特に、農村地帯の小規模の米騒動では、部落民が非常に多い。
当時、農村地帯の下層被差別部落民は、ほとんど土地をもたず、
小作も一般より更に悪条件であり、多くは力役の日傭い、あるい
は行商（三保村の場合）に頼って生活していたのであり、貧農と
（９５） 
いうよりはむしろ、雇農又はどん底の下層労役者としての存在で
鰍あったのである。だから飯米にも事かく彼等は一致して起ち上ら
米ざるをえなかったのである。又被告の職業前分類表の中で小商人
、の存在が多いが、この中にも部落民の行商がかなり多かった点を
鵬考えねばならない。又岡山市の潴畑部落にみられるように、青年
岡
団
を
中
心
と
し
た
か
な
り
計
画
的
組
織
的
な
闘
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
注
目
すべきである。又主として部落民のみによる騒動はかなりみられ
るが、中小都市で、ほとんど差別なく一般人と共に闘っている例
も
多
い
。
だ
が
す
で
に
当
時
部
落
内
で
も
、
獲
蚕
や
皮
革
業
な
ど
に
よ
っ
て
かなりの有産層が存在したのであるが、これらに対しては下層部
落民が攻撃した例は見られない。
㈲
『
や
く
ざ
』
に
つ
い
て
．
先にものべたように、県下の各地で『やくざ」の集団か大きな
役割を果している点が目につく。彼等は一定のなわばりをもち、
その内部の興行の利権や、中小商人あるいは有力者に寄生し、階
層的秩序をなした集団を形成している。従って日常彼等は地域の
顔役としてはばをきかせているわけである。従って大衆の生活が
危機に瀕するや先ず大衆と有力者の問に立って活動する（例えば
津
山
町
の
火
消
十
人
組
、
岡
山
市
の
儲
十
）
大
衆
が
す
で
に
行
動
を
決
意
し
ている場合、しかも大衆の内部にはほとんどいうに足る組織や指
導
を
も
ち
え
な
い
場
合
先
ず
彼
等
の
数
人
は
行
動
の
計
画
を
行
う
の
で
あ
る。しかし大群集を指導する力はもちえないので、一部は大衆運
動から脱落し竃一部は破壊その他に積極的に働く。県下では》や
くざが人民とともに積極的に参加した例が多く見られるが、又逆
の場合も若干見られる。例えば前述の津山町の場合、米穀商側で
はやくざを買収して騒動の取り鎮めを頼んでいる。又次のような
記
事
（
大
正
七
・
九
二
○
、
山
陽
新
報
）
も
あ
る
。
『……両名は八月十三日市内古京町小西荘造より米騒動を鎖圧
せる謝礼として金三百円を同所伊勢村已之吉が受け取りたるを
聞
知
し
「
自
分
等
の
若
者
十
八
人
に
も
分
前
を
遣
っ
て
く
れ
」
と
金
百
十
円及び外に両名が三十円を詐欺して横領していた……」
このほか騒動の際に、これを奇貨とし、米商その他を脅迫してい
る
例
も
か
な
り
み
ら
れ
る
。
又
や
く
ざ
は
そ
れ
ぞ
れ
な
わ
ば
り
が
あ
る
の
で
自分の地域の有力者はおそわず他地域に赴いて、そこの有力者を
おそっている場合がある。何れにしてもやくざが活溌にうごいて
、
、
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
中
国
の
遊
民
に
つ
い
て
次
の
よ
うにのべている。
『植民地および半植民地という中国の地位は中国の農村と都市
に、広大な失業者群をつくりだした。このむれのなかでは、多
く
の
人
た
ち
が
へ
生
活
の
た
め
の
い
か
な
る
正
当
な
道
を
も
失
う
こ
と
を
余儀なくされ、正しくない職業をもとめて生活せざるを得なく
な
る
。
こ
れ
が
土
匪
、
ル
ン
ペ
ン
、
こ
じ
き
、
売
春
婦
、
お
よ
び
そ
の
ほ
、
かの多くの迷信的な職業者のうまれてくるみなもとである。こ
、
、
、
、
の階層は動揺的な階層であり、そのうちの一部分は反動勢力に
（９６） 
￣ 
二
灘溌蕊騨 ’鋪} 瀞
岡山県下の米騒動
４
大
衆
の
要
求
と
攻
撃
対
象
大衆の要求は各地ともほとんど同一で、米価の値下（廉売）寄
附金の提供、移出阻止、買占反対であった。又米以外の酒、醤油
の値下を要求している所もある。（高梁町）
又買占めによって不当な利益を得ている商人や、挑発的な言葉
‐買収され易いが、他の一部分は革命に参加する可能性をもって
いる』と。
『やくざ」は勿論社会的条件のちがいはあるが基本的にはこの遊
民のような性格をもっていたと考えられる。大衆がほとんど組織
をもたずへ名望家を通ずる共同体内部の解決方法も効果がなかっ
たとき、このやくざの一部は人民の意向を代表する機能を果した
のである。
又参加者の年齢は、青年のみではなくて、広く壮年層を含んで
いるのが特色（予審調書による）であり、広汎な年齢層よりなっ
ている。性別では、被告人には女子はないが、各地の群集の中に
は多くの女子が参加している。（岡山市・加茂村等）しかし勿論
男子が積極的役割を果している。被差別部落特に岡山市の楮畑部
落では、女子もかなり活溌に動き、数十名の被検挙者を出してい
ることは前述した通りである。
尚、農民の役割、農村地帯の米騒動については第二部で詳しく
のべるので、ここでは省略する。
や行為があったり、又はあったという噂がある場合、大衆は要求
、
、
、
、
、
、
というよりはむしろ、復讐的あるいは制裁的行動に出ている。
工場鉱山労働者の要求は賃金値上であり、吉岡鉱山では、この
ほか払下日用品の値下、労働時間の短縮を要求している。
船穂村の農民の騒動は、具体的要求はなくむしろ地主を中心と
する八軒組に対する憤満の爆発であり、復響的行為であった。
攻撃の対象は多くは各地の大米穀商であり、このほか米肥商や
呉服商、醤油・酒商、高利賃であり、これらはほとんど寄生地主
でもある。このほか北部では町村役場、町村長宅が目標となって
いる。警察官は各地で説得に訴えて、群集の解散をはかっている
ので、小都市では警官や警察関係の建物を攻撃した例はないが、
倉敷署前では群集の示威が行われ、又林野、倉敷、岡山、総社で
は群集は警察を恐れず投石したり、強い抗議をしたりしている。
軍隊の出動した岡山市では、群集は、これを避けている。
又神ノ島の煙害騒動では工場長および副工場長宅、吉岡鉱山で
は鉱山事務所におしかけている。
かくして、大衆行動が終鳩して後も、大衆はそれぞれの要求を
掲げ、何らかの形でそれを解決しようとする。八月一五日の山陽
新報は茶屋町について次のように指摘する。
「斯く救済計画決定せるに拘らず尚不穏の気去らず襲撃の風説
紛々として起り、流言盛に行はれ、真相を捕捉する能はず、多
数の警官、各青年団徹脊警戒に任じたる為漸く事なきを得たる
（９７） 
岡山県下の米騒動
５
米
騒
動
以
後
県下の米騒動は、岡山市が軍隊の出動を要請して収拾したのを
除いては、概ね町・村の自治体内部で処理することができた。県
郡当局は町村の救済策を指導し、又自衛団を組織せしめ鎮圧体制
を補強した。米騒動は、一時的には自治体の基礎をなす共同体内
部で、名望家秩序を動揺させ、大衆自身が寄生地主、有産層町村
当局に直接的に要求を提示したが、何等かの形で大衆自身が町村
政を支配するようなことは全くなかった。各地ともほとんどバラ
ケ
ン
バラな、組織と指導のない食糧暴動は支配階級を震憾させはした
が、彼等に代る建設的秩序をうちたてることはできなかった。
しかし、米騒動の闘いを通じて、自らの強大な力量を感じはじ
め、同時に支配体制の確固不動の神話をもはや従来ほどは信じな
くなった大衆は、｜次第にさまざまな要求をかかげて動き出す。こ
が暴動の性質が最初は食糧暴動なりしも近来漸次其の性質に変
化を釆せる者の如し……』と。
この記事は、大衆が単なる救済の要求から、更に富豪に対する復
讐あるいは制裁に発展することに対する恐れを卒直に表明してい
る。しかし大衆の自然発生的騒動を指導し、大衆を組織化する政
治的要求は出されなかったし、ましてや大衆の革命的綱領は存在
しなかったのである。こうした大衆の主体的条件のもとでは、騒
動は組織的革命的闘争に発展することはできなかった。
の米騒動の大衆に与えた深刻な影響についてはかなり長期にわた
っての歴史的な分析が必要である。さしあたり農民運動の分野に
ついて、第二部で検討を加えるが、ここでは、二、三の注目すべ
き大衆運動について摘記するにとどめる。（一九一八年大正（７）
山
陽
新
報
よ
り
）
Ⅲ
地
方
自
治
体
を
め
ぐ
っ
て
津山町では八月末頃より、騒動当時、有志よりの寄附金を町会
の議決により町費に編入して、救済資金としたため、救助米を購
入した者は町費の保護をうけたこととなり、公民権を喪失するこ
とが問題となった。救済をうけた者は町民の約八割（一一一千百余戸）
をしめたので、全町の大問題となった。大字民大会、町民大会が
相次で開かれ町当局や町議の責任を追求した。結局公民権は確保
されたのであるが、この事件は、非常に広汎な層が救済をうけて
おり、中産層を含む大部分の町民が公民的な問題で町当局を追及
し
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
又岡山市で九月七日から九日にかけて下級市吏員の増俸運動が
起った。各課の代表者が集合し、嘆願書の提出を決議したが、硬
軟二派に分裂し、結局各課長を通じて四割増俸を市当局に要求し
た。この運動も亦、人民層に対立すべき権力機関の末端が動揺を示
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
このほか自治体をめぐって、一一、三の町村で派閥抗争、部落間
（９８） 
Ｐｑ 
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の反目などの事実があるが特に注目すべきことは、県、郡に対す
る反対のうごきがあったことである。すなわち英田郡役所内の岡
山県同業組合並に岡山県畜産、木炭三組合事務所へ、英田郡書記
が無断で立入り、組合備附の帳簿を調べ、取乱した事件があっ
た。これに対し組合側と郡当局とは鋭く対立し、郡内の有力者三
名の調停も効を奏せず、九月一三日には郡役所内の事務所を撤去
して他へ移転したばかりでなく、組合機関紙産業時報の主催のも
とに郡長弾劾演説会を開くことを計画するに至った。このことは
すでに産業組合が力を増大し、郡当局の監督に対して、反抗しう
る
力
を
示
し
て
来
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
②
同
盟
罷
工
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
，県下では米騒動以後、特に労働運動が昂揚した事実はないが、
次のような同盟罷エ、サボタージュが行われた。（山陽新報より）
津山郵便局配達夫のサボタージュ（９、、）
・苫田郡林田村美作和紙ＫＫ職工、四十余名同盟罷工（９、四）
③
小
作
争
議
そ
の
他
川勝田郡勝間田町南部の小作人は去る十一月一一二日総会を開き、
本年の稲作につき連日の暴風雨の為著しく不作であるにより一
般の小作米に対し減額方を地主に申しこむことに決定。
何備中都窪郡帯江村大字帯高の一地主のところへ十二月三日、同
家小作人六十余名がおしかけ強硬な談判をしようとしたが、警
察側の説得により総代十名をえらび交渉。
Ⅶ勝田郡勝田町に於ける小作減額問題は十二月廿一日になり更に
四部落、廿一百更に一部落の小作人が会合し、地主対抗策を協
議、各部落の主張を統一するため二十二第代表者会議を開く。
又、小作争議の他、農民が工場に対し、賠償を要求している例が
みられる。
山陽電化工業ＫＫに対し、久米郡佐良山村民が、提防築造の履
行、損害賠償（９、Ⅳ１ｍ）
大島・藤田鉱業ＫＫに対し邑久郡幸島村の一部落の農民が煙害
賠償を要求（Ⅲ、２）
凶
普
選
運
動
岡山県労働運動史資料（上）の普通選挙運動の項には次のよう
にのべている。
『岡山で普選が論議され出したのは吉野氏等の「黎明」などが
来だしてからである。立憲青年党の家本為一、田中定次へ岩井
寛、立憲急進党の石原猪之吉、百田意、社会主義者の余公芳太
郎、山中草哲、藤田義太郎、等々が集０「岡山普通選挙期成同
盟会本部」という看板を、天瀬十九番地の余公芳太郎理髪店の
表に掲げることとなった。時これ大正七年十一月の頃である。
⑤
差
別
撤
廃
運
動
川備前、御津郡上加茂村特殊民百余名は今回の暴動は概ね特殊
民にして同部落の如きも其範囲にあるものの如く社会より睨
主れ居ると憤慨、暴動が動機となりし廉売は食わずとて是迄
（９９） 
岡山県下の米騒動
･ 
廉米を購入する者一人もなきと。（９，４）
同前述した苫田郡高野村……（９，９）
⑥
そ
の
他
廉売条件その他これをめぐっての小規模の大衆のうごきは各地
にみられる。
又宇野港では家賃引下の大衆運動が行われた。宇野港は昨年来
急激に諾工業発展し、多数の労働者が入ったため住宅払底し、家
主は不当の家賃を強要していた。これに対し、米騒動をきっかけ
として次第に反対運動が高まり、港民会、青年団等も家賃引下
運動に加わった。八月廿五日、調停解決。
以上の資料よりみると、米騒動を中心として大衆運動の高まり
はあるが、その後大正七年内には、大きな発展はみられない。こ
の間は丁度、米騒動関係の裁判の時期であり、又警戒態勢も特に
厳重な時期であった。
この後の大衆運動の発展については、第二部で、農民運動を中
心としてのくる。これによって、県下の米騒動の歴史的意義をと
らえ米騒動の性格の究明に一歩を進めんとするのである。。。ｌⅡ二へ
塵（１）部落の歴史と解放運動一六六’一六七頁。
一九一四（大正三）七月には岡山県福岡村において軍隊
』
宿
営
に
際
し
、
と
く
に
部
落
民
家
の
宿
泊
を
避
け
た
こ
と
に
対
し
、
部
落
民
一
○
九
名
は
村
長
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
県
知
事
に陳情書を提出した（中国民報七・二五）。さらに一九
一六年（大正五）一二月には同県小田郡吉田村において
部落民一一○名が一致団結し村長の多年に渡る圧迫に
対して納税不払を以てたたかいに立上った。（山陽新報。
一○・二九）また同年一一月にも勝田郡加茂村におい
て軍隊宿泊についての差別的取扱いに対し部落民が村
役場に押しかけて抗議し、郡長をして謝罪させている
（中国民報一二・二九）
× 
× 
× 
これらは勿論、部落民の天皇制に対する自覚的闘いで
はないが「差別」そのものへの闘いは自覚の端緒とは
考
え
ら
れ
る
。
(１００） 
